
代
替
バ
ス
運
行
計
画
に

つ
い
て

　　
他
の
沿
線
３
市
と
の
協
議
を
踏

ま
え
て

①
毎
年
増
加
が
見
込
ま
れ
る
赤
字

　
補
て
ん

②
安
全
確
保
の
た
め
に
今
後
見
込

　
ま
れ
る
設
備
投
資
へ
の
多
額
な

　
支
援

③
人
口
減
少
が
予
測
さ
れ
る
中
で

　
期
待
で
き
な
い
利
用
者
の
大
幅

　
増
加

　
以
上
大
き
く
は
３
点
か
ら
島
原

鉄
道
南
線
の
存
続
は
困
難
と
判
断

し
、
代
替
交
通
確
保
の
検
討
に
移

行
し
た
経
過
に
つ
い
て
は
、
昨
年

の
広
報
南
島
原
９
月
号
で
報
告
し

た
と
お
り
で
す
。

　
そ
の
後
、
沿
線
自
治
体
の
ほ
か
、

国
、
県
、
島
原
鉄
道
㈱
、
民
間
関

係
団
体
等
で
構
成
す
る
島
原
鉄
道

自
治
体
連
絡
協
議
会
路
線
廃
止
問

題
対
策
会
議
を
中
心
に
、
代
替
バ

ス
の
運
行
計
画
に
つ
い
て
、
協
議
・

検
討
を
繰
り
返
し
て
き
ま
し
た
が
、

去
る
１
月
23
日
に
開
催
さ
れ
た
第

４
回
路
線
廃
止
問
題
対
策
会
議
に

お
い
て
、
最
終
の
運
行
計
画
が
承

認
・
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
鉄
道
に
代
わ
る
市
民

皆
さ
ま
の
日
常
の
足
と
し
て
運
行

さ
れ
ま
す
が
、
運
行
計
画
に
つ
い

て
は
、
関
係
高
校
の
意
見
に
も
十

分
配
慮
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
特
に

影
響
が
大
き
い
南
島
原
市
と
し
て

の
要
望
に
も
可
能
な
限
り
応
じ
た

も
の
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
変
更

点
は
、
次
の
と
お
り
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
①
口
之
津
駅
前
発
着
を
加
津

　
佐
駅
前
発
着
に
変
更

②
鉄
道
代
替
便
（
13
便
）
に

　
つ
い
て
は
、
島
原
駅
で
鉄

　
道
と
連
絡

③
学
生
が
利
用
す
る
朝
夕
の

　
登
下
校
時
間
帯
に
つ
い
て

　
の
輸
送
を
確
保
す
る
た
め
、

　
平
日
14
・
５
往
復
、
休
日
13

　
往
復
を
増
便

④
利
用
者
の
利
便
性
、
安
全

　
性
お
よ
び
渋
滞
緩
和
に
配

　
慮
し
て
、
北
有
馬
駅
（
保

　
健
セ
ン
タ
ー
前
バ
ス
停
）
・

　
有
家
駅
（
有
家
バ
ス
停
）
経

　
由
便
を
新
設

⑤
学
生
の
通
学
時
の
定
時
性

　
確
保
と
渋
滞
緩
和
の
た
め
、

　
乗
車
で
き
る
区
間
を
限
定
し
、

　
そ
れ
以
降
目
的
地
へ
直
行

　
す
る
「
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
便
」

　
を
設
定
（
早
朝
の
み
）

⑥
加
津
佐
発
着
便
に
も
島
原

　
病
院
経
由
便
を
新
設

　　
な
お
、
ご
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、

別
に
お
配
り
し
て
い
ま
す
「
４
月

か
ら
の
バ
ス
利
用
ガ
イ
ド
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

バ
ス
関
係
施
設
整
備
に

つ
い
て

　
平
成
19
年
度
、
県
の
事
業
に
お

い
て
国
道
の
バ
ス
停
車
帯
（
バ
ス

ベ
イ
）
１
カ
所
が
整
備
さ
れ
、
市

単
独
事
業
で
バ
ス
停
の
屋
根
施
設

６
カ
所
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

　
平
成
20
年
度
以
降
も
、
バ
ス
ベ

イ
に
つ
い
て
は
県
事
業
と
な
り
ま

す
が
、
計
画
的
に
整
備
を
進
め
る

予
定
で
す
。

�

　

鉄
道
存
続
に
対
す
る
　
　

署
名
運
動
等
に
つ
い
て

　
去
る
１
月
17
日
、
島
原
半
島
を

未
来
に
つ
な
ぐ
会
（
泉
川
欣
一
代

表
）
か
ら
、
南
島
原
市
と
島
原
市

に
、
約
３
６
，
０
０
０
人
の
方
々

の
署
名
を
添
え
た
路
線
存
続
に
対

す
る
要
望
・
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

　
内
容
は
、
国
の
「
地
域
公
共
交

通
の
活
性
化
お
よ
び
再
生
に
関
す

る
法
律
」
に
基
づ
い
て
、
鉄
道
存

続
の
た
め
の
地
域
公
共
交
通
総
合

連
携
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
と
、

そ
の
た
め
の
協
議
会
を
設
置
す
る

こ
と
で
、
線
路
や
駅
舎
な
ど
の
鉄

道
資
産
を
自
治
体
な
ど
が
保
有
・

管
理
し
、
鉄
道
事
業
者
は
運
行
の

み
を
行
う
「
上
下
分
離
方
式
」
と

呼
ば
れ
る
運
行
形
態
の
導
入
な
ど

が
提
案
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
市
と
し
て
は
、
関
係
市
と
の
協

議
に
よ
り
決
定
し
た
代
替
バ
ス
運

行
に
つ
い
て
、
そ
の
準
備
を
確
実

に
し
な
が
ら
も
、
市
の
島
原
鉄
道

廃
止
問
題
対
策
本
部
や
市
議
会
議

員
の
皆
さ
ま
の
意
見
を
伺
い
、
も

う
一
度
、
存
続
あ
る
い
は
休
止
状

態
で
の
路
線
維
持
が
図
れ
る
か
ど

う
か
、
島
原
市
と
真
剣
に
検
討
を

行
い
ま
し
た
。

　
国
の
法
律
に
お
い
て
、
現
行
で

は
「
上
下
分
離
方
式
」
に
対
す
る

支
援
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
１
月
29

日
に
閣
議
決
定
さ
れ
、
平
成
20
年

度
に
成
立
す
る
予
定
と
な
っ
て
い

る
法
律
改
正
案
で
は
、
鉄
道
資
産

の
取
得
費
や
設
備
投
資
な
ど
「
上

下
分
離
方
式
」
を
採
用
し
た
場
合

に
一
定
の
支
援
が
打
ち
出
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
な

運
行
形
態
を
と
っ
た
場
合
に
お
い

て
も
、
運
行
赤
字
や
鉄
道
資
産
保

有
に
か
か
る
日
常
の
維
持
管
理
費

に
つ
い
て
支
援
は
な
く
、
市
と
し

て
赤
字
補
て
ん
以
上
に
多
額
の
費

用
負
担
が
見
こ
ま
れ
る
こ
と
か
ら

路
線
維
持
は
困
難
と
判
断
し
、
３

月
24
日
、
提
案
に
対
し
て
履
行
で

き
な
い
旨
の
回
答
を
行
い
ま
し
た
。

　
地
域
公
共
交
通
総
合
連
携
計
画

策
定
の
た
め
に
は
、
関
係
者
で
構

成
す
る
協
議
会
に
お
い
て
全
員
の

合
意
が
必
要
で
あ
り
、
事
業
者
で

あ
る
島
原
鉄
道
㈱
の
合
意
が
前
提

で
あ
り
ま
す
が
、
廃
止
発
表
か
ら

１
年
以
上
を
か
け
て
準
備
を
進
め

て
き
た
島
原
鉄
道
㈱
に
お
い
て
、

路
線
存
続
へ
の
対
応
が
現
実
的
に

不
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
も
判
断
の

大
き
な
材
料
で
あ
り
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
今
後
平
成
20
年
度
に

お
い
て
、
路
線
バ
ス
等
道
路
交
通

を
中
心
に
し
た
市
内
全
域
の
公
共

交
通
網
整
備
に
つ
い
て
、
計
画
策

定
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　島原鉄道廃止問題に関しましては、

廃止が発表されて以来、市の島原鉄道

廃止問題対策本部や島原鉄道自治体連

絡協議会路線廃止問題対策会議において、

関係皆さまのご意見も伺いながら対応

を行ってきたところでありますが、市

の将来にわたる財政運営を考えた上で、

代替バスの運行確保をもって「廃止や

むなし」との決断に至りました。

　特に、存続に対して署名をいただい

た36,000人の方々の想いは大変重く受

け止め、関係市との協議によって代替

バス運行計画が決定された後も、もう

一度存続、あるいは一定期間の休止に

よる路線維持について、真剣に検討を

行ってまいりましたが、平成20年度で

改正予定となっている国の法律に照ら

しても、路線維持は困難と判断せざる

を得ませんでした。

　およそ100年、地域に親しまれてきた

島原鉄道が本市から姿を消すことは寂

しく、「できれば残したい」という想

いは皆さまと同じでありますが、市を

預かるものとして下した苦渋の決断に

ついて、どうかご理解を賜りますよう

お願いいたします。

　これからは、鉄道の代替交通として

路線バスの増便で対応してまいりますが、

代替バス運行に際しては、関係高校の

意見や本市の要望について可能な限り

の配慮をいただいており、皆さまの日

常生活に大きな支障は来さないものと

思っておりますので、代替バス運行に

つきましても、市民皆さまのご協力を

よろしくお願い申し上げます。

　３月31日をもって、島原鉄道南線（島原外港駅～加津佐駅間）

が廃止されました。

　昨年１月31日に島原鉄道㈱から廃止発表が行われて以来、南島

原市では島原鉄道廃止問題対策本部を設置し、さまざまな対応を

協議・検討してきましたが、路線の存続・維持については困難と

の結果に至り、４月以降、鉄道に代わる公共交通として、島原鉄

道㈱による代替バスが運行されることになりました。

　４月以降列車が通ることはありませんが、

ドライバーの皆さんは、他の車や歩行者

に十分注意して安全運転をお願いします。

　また、歩行者の皆さんも車の通行に注

意して安全確認を十分行いましょう。

踏切通過時は細心の注意を !!
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